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2 0 0 7～2 0 0 8 年度 R O T A R Y  C L U B  O F  T O Y O K A W A  H O I  C L U B  W E E K L Y 

 
 
 
 
 
例会日：毎週火曜日 12：30  例会場：豊川商工会議所 

会 長：井指光基  幹 事：山城康司  ＳＡＡ：笠原盛泰  会報委員長：小野喜明 

事務局：豊川市豊川町辺通 4-4豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889 

ホームページ http://toyokawahoi.tank.jp   Email hoirc@sala.or.jp 

本年度２２回  通算第１０４８回  平成１９年１２月１１日（火） 晴 
ゲ ス ト      名城大学女子駅伝部コーチ 小林孝一さん 
      豊川工業高校 教頭 小嶋雅文さん  陸上部監督 渡辺正昭さん 
      豊川高校 校長 小林康典さん  女子駅伝部コーチ 森安彦さん 
ビジター  戸田俊晴さん（豊川）  内藤雄功さん（豊川） 
出席報告  宮崎眞一委員長 

会員総数 計算会員数 本日の出席者数 本日の出席率 12／1修正出席率 

５７名 ５１名 ３２名 ６０．８％ １００％ 

司会進行  笠原盛泰ＳＡＡ 

★会長の挨拶及び報告  井指光基会長 

こんにちは。今日は、

豊川工業高校さんと豊

川高校さんにお越し頂

いております。ご存知

のように、豊川工業高

校さんは 10 年連続出

場、また豊川高校さんは初出場ということで、

12 月 23 日に京都の都大路で行われる全国高

校駅伝大会に出場されるということです。誠

におめでとうございます。当クラブの新世代

委員会事業の一つとして両校を応援する応援

募金の贈呈式を後ほど行います。 
それから、本日は外部講師の卓話で、夏目

プログラム委員長さんのご紹介の方です。名

城大学女子駅伝部コーチの小林さんで、豊川

工業高校陸上部のご出身だそうです。 

★幹事報告       山城康司幹事 

ウィークリー：豊川ＲＣ 
例会臨時変更のお知らせ：渥美・豊川ＲＣ 

★委員会報告 

近藤哲司会員 
 葬儀会葬のお礼あいさつ 

永田恵照会員 
 スリランカの報告 

★新世代委員会事業贈呈式 

◎新世代委員会あいさつ 
 こんにちは。全

国高校駅伝大会に

男子は 10 年連続

の豊川工業高校さ

ん、女子は念願の

初出場の豊川高校

さんが決まりまし

た。おめでとうございます。男子も女子も同

じ市から出場するのは非常に珍しいのではな

いかと思います。私は東京へ時々出張するの

ですが、その時に豊川はなかなか知られてい

ません。豊川稲荷さんは知っているがその他

は何も無いということです。これからは駅伝

の豊川と言ってもらえるのではないかと大変

感謝したいところであります。 
 豊川宝飯ロータリークラブの新世代委員会

としましは、２校を応援させて頂きたいと思

いまして、少しですが応援募金を贈らせて頂

きます。頑張ってきて下さいと言うよりも、

リラックスして楽しんで走ってきてもらいた

いと思います。おめでとうございました。 
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◎応援募金の贈呈 

 
◎豊川工業高校・小嶋教頭あいさつ 

 こんにちは。本日

は学校長が急用で出

張になり私が代理で

参りました。本日は、

私どもの為にこのよ

うな場を設営頂きま

して本当にありがとうございます。先ほどは

過分な応援募金を頂きましてありがとうござ

います。我が豊川工業高校は、今年で 10 年連

続での出場となりました。これも豊川宝飯ロ

ータリークラブの皆様方をはじめ地域の皆様

方のご支援の賜物であると思っております。

私は豊川工業高校へ赴任して今年 2 年目にな

ります。本校の陸上部については皆様方よく

ご存知だと思いますが、自分の印象ですと、

生徒の練習風景が一番好きです。生徒の走り

を見ていると芸術を見ているように思います。

やはり全国に通じるものというものは違うな

ぁと感じております。10 年連続でありますが、

来年以降もこの記録をさらに伸ばしていけた

らと思っております。今後とも皆様方のご支

援をよろしくお願いします。本日はありがと

うございました。 
 
◎豊川工業高校・渡辺監督あいさつ 

 皆さま、こんに

ちは。本日は、こ

のような会に参加

させて頂きまして

誠にありがとうご

ざいました。先ほ

どは過分な応援募

金を頂きまして本当に感謝しております。お

陰さまで 10 年連続で男子は全国大会に出場

できることになりました。本当にこれは地域

の皆様方のお陰だと思っていますし、これを

励みに今後も頑張っていきたいと考えており

ます。 
 我々は、地域の後輩たちを育てるというこ

とをモットーにやっております。もちろん高

校時代に陸上競技を通じて成長してくれるの

が一番有難いのですが、それ以上に思うこと

は、今日来ています小林孝一君は僕が担任を

していました。大学へ行って頑張ってくれて、

今は日本一の大学女子チームのコーチをやっ

てくれています。また孝一君たちが次の世代

を育てていくということをやっていってくれ

ると、我々もやってきた甲斐があったかなと

思っています。また今後とも頑張っていきた

いと思いますので、応援宜しくお願いします。

今日はありがとうございました。 
 
◎豊川高校・小林校長あいさつ 
 こんにちは。本

日は大変貴重な時

間を割いて頂きま

してありがとうご

ざいます。また大

変過分な応援募金

を頂きまして心よ

り感謝致しております。本校の駅伝部が全国

の舞台に出るということで、今まで高いレベ

ルでのノウハウがなくて、豊川工業高校の佐

藤校長先生はじめ、後援会の補佐を頂きなが

らここまでやって参りました。いろいろなと

ころでご挨拶をさせてもらっていますが、大

変あたたかい激励の言葉を各所で頂きます。

なかなか学校の外に出る機会がないものです

から、地域の皆様方の生の声を頂いて気持ち

が引き締まります。願うのは、本校の部員が

無事に全員走ってもらうと同時に、当日はテ

レビ放映をされるので、工業さんとともに、

一日中、豊川の名前が出てくれることを願い

ます。選手たちの頑張りや喜びを地域の皆様

方と分かち合えればいいかと思っています。 
 日頃より本校の活動にご支援ご協力を賜っ

ております。来年 80 周年を迎えまして、まも

なく陸上競技場が出来上がります。その折に

は、この地域に貢献できるような取組みを盛

んにやってみたいと思っております。よろし

くお願いします。本日はありがとうございま

した。 
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◎豊川高校・森監督あいさつ 
 こんにちは。今

日は、このような

会を開いて頂きあ

りがとうございま

す。過分なる応援

募金をありがとう

ございます。うち

の陸上部は昨年発足して、まだ一年半です。

自分としては発足して 3 年後には都大路に行

こうと思っておりましたら、一年早く行けた

という事で良かったと思っています。地域の

方々のご協力もあり今回の全国大会に進めた

と思います。全国大会では、選手たちが楽し

く走れれば良いかと思っています。12 月 23
日はご声援の程よろしくお願いします。今日

はありがとうございました。 
 

★外部講師の卓話 

講師の紹介   夏目プログラム委員長 

 こんにちは。講師

の紹介をします。名

城大学、女子駅伝部

コーチの小林孝一さ

んです。小林さんは、

昭和 58 年 11 月生ま

れの 24 歳です。2002 年 3 月に豊川工業高校

を卒業。同年 4 月に名城大学に入学。大学で

は女子駅伝部ランニングコーチとして活躍さ

れました。4 年の時に女子駅伝部が全日本女

子駅伝大会で優勝されました。2006 年 3 月に

名城大学を卒業され、4 月から女子駅伝部コ

ーチに着任され現在に至っています。 
 彼は、我々同窓会の総会の時に講演をして

くれました。彼が女子駅伝部を影で支えて頑

張っている話を聞きまして、非常に素晴らし

かったので、ぜひ皆さんにも聞いて頂きたい

と思いまして、本日の卓話になりました。 
 

卓話「ラビット」     小林孝一氏 

 こんにちは。名城

大学の女子駅伝部コ

ーチをさせて頂いて

おります小林孝一と

申します。このお話

を頂いたときに、私

のような若輩者がこのようなところでお話を

させてもらっていいのかなという想いもあっ

たのですが、私の陸上競技との携わり方は、

他の学生競技者とは違った形で携わっている

ので、その生活を少し紹介できればと思って

います。 
 演題に「ラビット」とさせて頂きました。

陸上競技におけるラビットという存在を皆さ

んご存知でしょうか。冬の時期になりますと

マラソンのテレビ中継がされるようになりま

す。その中継を見ていると 2～3 人の色の違う

ゼッケンをつけて走っている選手を見ること

があると思います。その選手は、決められた

距離を決められた時間で先頭に立って先導し

ていく役目をしています。何故そんな選手が

いるかというと、長距離の競技において自分

自身でペースを作って走っていくことはかな

りの体力の消耗があるのです。それを逆にペ

ースを作ってもらって、それに付いて走って

いくと同じペースで走っていても体に掛かる

負担が少し軽く感じて走れるようになります。

もちろん風除けになることもありますが、一

番大きいのは精神的な負担が軽くなることが

大きく、良い記録で走ることが出来ます。そ

れは今の日本最高記録をみてもわかるとおり、

それらの記録は全てラビットが先導したレー

スで作られた記録です。ラビットが先導しな

いレースを国内最高記録とする国もあるぐら

い、ラビットが先導するレースは大きいもの

があります。そういう走りをする人を「ラビ

ット」と呼びます。その効果はマラソンのレ

ースの中だけではなくて、練習の中において

も効果を出します。当然、自分の前にペース

を作って走っていく選手がいれば、より速い

ペースでより質の高い練習をすることができ

ます。その役目を、私は名城大学の女子駅伝

部で 4 年間やらせて頂きました。 
 そのラビットをやることになったのは、高

校 3 年間を経てということになりますが、高

校生のランナーにとって一番の目標であって

多くの高校生ランナーが夢を見る大会に、関

東の大学の箱根駅伝があります。私もその箱

根駅伝を目指して、高校は豊川工業の門をた

たきました。そこで渡辺先生の指導のもとで

練習を積んできました。渡辺先生の熱心な熱

い温かい指導を受けたにも関わらず、私が未

熟だったのでなかなか良い成績をおさめるこ

とが出来ませんでした。高校時代は、全国高

校駅伝のメンバーに入ることもありませんで
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した。学校を代表する試合にもメンバーとし

て走ることが出来ませんでした。でも陸上に

携わっていきたいと思っていたときに、渡辺

先生の方から声を掛けて頂きました。現在、

私が所属している名城大学の女子駅伝部とい

うチームは 1999 年の全国大会で初出場を果

たして、その年から 5 位、4 位、4 位と 3 年連

続で入賞を果たすことができました。しかし

入賞は出来るが上位になれないということで、

なんとかもっと高いレベルの練習をしたい、

もっと強くなりたいということからラビット

をやってくれる人はいないかと渡辺先生の方

に相談があったそうです。それで私も進路に

悩んでいたところ、やってみないか声を掛け

て頂きました。なかなかメンバーとして走れ

ない、でも陸上に携わりたいと思うなかで、

そのようなことをやらせていただけるという

ことで名城大学に進むことしました。ずっと

男子の中で練習をしてきて、急に女子の中で

練習をするということで、大変な面もありま

した。名城大学の米田監督は、私をただの先

導役として扱うのではなくて、学生のうちか

らスタッフのコーチとして迎えて下さいまし

た。現役で選手を続けながら、違った形で陸

上に携わり良い経験を積むことができた 4 年

間でした。 
私が入って女子の選手の先頭を引っ張る形

になり、より質の高い練習が段々と出来るよ

うになりました。良い成績を残せるようにな

りました。私が入学した年は 2 位、次が 3 位、

次が 2 位で、私が 4 年の時に初めて全国大会

で優勝することができました。 
ここで、ひとり紹介したい選手がいますの

で、その選手の話をしたいと思います。2005
年の全日本女子駅伝で初めて優勝することが

できた時に、ひとりの 1 年生の選手がすごく

原動力なって優勝することができました。そ

の選手はエース区間となる 3 区という一番長

い 10 キロの距離を走りました。区間 2 位の選

手と 40 秒ぐらい差をつけて次にタスキを渡

しました。そこでの差が最終的な差になり優

勝することができました。その選手は現在 3
年生です。新潟の長岡大手高校の出身の子で

す。その選手が高校 3 年生の時に新潟中越地

震がありました。長岡市はその地震が直撃し

たところです。その選手の子の家も中越地震

で被災して、町も壊滅状態になっていたそう

ですが、陸上が大好きな子だったので練習を

どこでしようか、被災した地で練習すること

は不謹慎だと考えて、両親に車で遠くの郊外

に連れて行ってもらい練習することを続けて

きた子でした。そのように陸上に対する情熱

ある子がチームの中に入ってくれた時、上級

生にとても影響を与えてくれたと思います。

その年のチームの雰囲気はすごく良くて、も

っと強くなりたい、もっと練習をやりたいと

いうチームで、その年に優勝することができ

ました。ひたむきに練習をする姿勢、純粋に

強くなりたいという気持ちを持った選手がチ

ームの中に 1 人いるということで、チーム全

体に良い影響を与えてくれました。その選手

がいて、初めて優勝することが出来ました。

その経験を生かしてこれからも優勝できるよ

うに頑張って参りたいと思います。 

大学を卒業しまして、その後は名城大学の

コーチとしてそのまま置いてくださることに

なり、陸上に携わっていくことになりました。

卒業後の去年も今年も全国大会に出場しまし

た。残念ながら去年が 2 位で、今年の 10 月

28 日の大会は 3 位という結果になりました。

着実に練習の成果は上がっています。速いペ

ースで引っ張って気持ちよく選手を走らせる

ことは上手くいっています。その結果、グラ

ンドの中を走るレースでは飛躍的に結果が伸

びているのは事実です。実際、今年行われま

した全日本大学女子駅伝では、平均タイム上

位強豪 3 校のなかに入りました。私どもの名

城大学、立命館大学、仏教大学のこの 3 チー

ムで優勝争いをするだろうと予想されていま

した。その中でも平均タイムで速いタイムを

持っていたのが名城大学であったのですが、

いざ試合でフタを開けてみれば最初から立命

館大学が独走して逃げ切ってしまうというレ

ース展開になりました。私は、なんで記録を

持っているのに走れないのだろうと考えて渡

辺先生の方にも電話をさせてもらい、いろい

ろと相談にのって頂きました。何故なのか考
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える中、普段、選手といろいろと話をする機

会があって、私が気になることを選手に言っ

たりすることがあります。すると自分が言っ

たことをどこかで聞いたことがあるなという

気がしていました。よく考えてみると私自身

が高校時代に渡辺先生に指導されたことだっ

たんです。「おまえは、こうしないといけない

だろう」とか「おまえのここが駄目なんだ」

という指導をされました。高校時代には自分

自身に対して、渡辺先生はなんでこんなに厳

しいんだろうと思ったりもしました。自分が

選手を見る立場になると、渡辺先生があの時

に言いたかったことがすごく理解することが

できました。高校生当時の僕には、走ってい

て苦しいのに何で言うんだろうと思っていま

したが、今は自分が指導する立場になって、

何故あの時にわからなかったんだろう。わか

っていたら結果が残せたのではないかとよく

感じるようになりました。それが今の大学の

チームに足りないことなのかなと少しずつ感

じるようになってきました。今の大学のチー

ムは、女子も男子もそうですが、高校時代に

当たり前にやってきたこと、陸上の選手だけ

でなく社会で生きていくのに普通に出来てい

ること、あいさつや礼儀は当たり前のことで

あるのにも関わらず、大学に入ると大人の扱

いをされるので、そのようなことを厳しく指

導される方はいません。その指導をされなく

なってくると、高校時代に出来ていたことが

段々できなくなってきていることに気がつき

ました。できないことに気がついている私た

ちも、大人だからできるだろうと指導をする

ことはなかったのです。やはり大人だから出

来る、子どもだから出来ないではなくて、出

来ないことはしっかりと指導していかなけれ

ばと少し感じるようになりました。それが原

因かどうかはわかりませんが、何が良かった

のか悪かったのか考えて思い浮かんだことは、

高校時代に指導してもらったことが頭に浮か

んで、今のチームに足りないことではないか

と思います。 
こういったことを感じる中で、現在の私は、

名城大学の女子駅伝部の契約のコーチとして

やらせてもらっているのですが、ゆくゆくは

高校の教員になりたいと思っています。自分

自身が高校時代に感じたことや今になって感

じていること、その差が自分の中であの時も

う少し理解できていればと思うことを、うま

く自分が伝えていけたらという気持ちがあり

ます。それで高校の教員になれた時に、その

ような指導ができたらというのが今の私の夢

です。今ここでこうしてやらせて頂いている

のも、高校 3 年間の経験、大学 4 年間コーチ

をやらせて頂いた経験があったからです。自

分自身が理解できている部分、まだまだ勉強

しなければならない部分がわかるようになっ

てきました。それを自分の糧にして次の世代

に伝えることができたらいいなと思っていま

すので、これからもよろしくお願いします。

本日はありがとうございました。 
 
 

★応援募金のお礼あいさつ 

◎青木恒義会員あいさつ（豊川高校理事） 
 こんにちは。豊川

工業さんともども応

援よろしくお願いし

ます。創部 2 年目で

全国大会出場を実現

して頂きました監督

さんの指導力には敬服しております。本日は、

駅伝部の森監督がお越しなので、実際の現場

で子ども達を指導する苦労だとか喜びを少し

お話していただきたいと思いますのでよろし

くお願いします。 
 本校は、来年が創立 80 周年です。ご存知の

ように 70 周年では校舎や講堂の改築をしま

した。文武両道を掲げまして一生懸命に頑張

っております。80 周年では陸上競技場と野球

部のグラウンドを整備しています。愛知県内

でも設備の整った学校として成長しておりま

すので、今後とも宜しくお願いします。 
 
◎森安彦さん（豊川高校女子駅伝部コーチ） 
 陸上部を創部してからのエピソードですが、

自分が中学、高校、そして実業団と約 30 年間

陸上をやってきたことをもとに選手たちに指

導をしております。走る喜び、楽しみ、それ

を一番協調しながらやっています。中学校時

代に 1 枚表彰状をもらうことに対する喜び、

あのときに表彰状をもらったんだという喜び

は、何歳になっても忘れられないことであっ

て、高校、大学や実業団に行っても基本にな

ると思います。その走る喜びを選手たちに自

分の経験上で教えています。今回の県予選で、

1 区と 2 区で走った子ども達は、中学校から

指導をして 5 年目になります。意外と中学時
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代に強くて、高校に入って伸びない選手がい

ますので、その辺りが僕も不安でしたが、練

習とかを工夫しながらやっています。練習の

時でも無理をさせずに、70～80％の練習を常

に心掛けて、365 日休みなしで練習をしてい

ます。その結果もあり記録が上がっています。

現在 2 年生なので、来年も記録が伸びていく

のではないかと思っています。1 年生の子は

まだ半年間しか教えていないので、走る喜び

をこれからも教えていきたいと思います。 
 

 
◎夏目雅康会員（豊川工業応援する会会長） 
 良い機会なので豊川工業高校の応援する会

についてお話をさせて頂きます。全国駅伝の

3 回目出場の年から会長をさせて頂き、今年

で 8 年目になります。私が就任した年から全

国大会で入賞を果たしています。昨年が 3 位、

その前も 3 位、その前が 2 位でした。私も会

長をやらせて頂き、大変うれしい想いをさせ

て頂いております。この 8 年間、毎年、皆様

方にたくさんの応援募金を頂きます。その費

用は、ポスターやチラシなどの作成費、帽子・

旗・ノボリ・横断幕などの応援グッズ、陸上

部の派遣費、学校からの生徒と保護者の応援

バスの費用になります。応援バスは 4 台、5
台、6 台と毎年増え、今年は 7 台か 8 台にな

りそうです。 
 応援する会の本来の目標は、ただ選手たち

を都大路に派遣するためだけではなく、母校

の全校生徒が、全国という素晴らしい大会を

体験して、スポーツを通じた人間教育ができ

ることを目標としております。その目標を絶

対に間違えないように、ただお金を集めて騒

ぐだけが応援する会の活動ではなく、生徒や

関係者にそのような感激と体験をしてもらう

ことが一番大切ではないかと思っていますし、

それをもっと広めたいと思っています。そし

て地域の青少年にも素晴らしい体験をしても

らいたい、それが青少年の健全育成に繋がっ

ていけば良いと思って活動をしています。今

年も 1000 円募金運動をしています。募金は

500 円でも 100 円でも結構ですが、募金をし

て応援する会に携わってもらい、全国の舞台

で頑張っている生徒たちを応援をしてもらい

たいと思っています。 
 渡辺監督といろいろと話をしているなかで、

いつも話題になるのは、地域のことをもっと

考えて、小学生や中学生の子ども達がスポー

ツによって体を鍛えていけたらということで

す。現在、市民病院の問題がいろいろとあり

ますが、市民病院にかからない子どもたちを

育てたいと思っています。そうすると陸上競

技場という話になりますが、オリンピックで

もまず陸上競技場から始まります。豊川市に

も素晴らしい陸上競技場が欲しいと思います。

市民の皆さんにお願いして、何とか陸上競技

場できて、豊川工業の陸上部の生徒諸君の活

躍が追い風になれればと思って、指導してい

る渡辺監督も応援する会の私もやってきてい

ます。公認の陸上競技場が地元に出来ること

が夢です。そんな想いも込めて応援する会を

頑張っています。12 月 23 日は、是非とも地

元から出場している、豊川高校の女子、豊川

工業高校の男子の応援をよろしくお願いしま

す。本日はありがとうございました。 
 
◎内藤雄功さん（豊川高校ＰＴＡ会長） 
 本日は過分な応援

募金をありがとうご

ざいました。12 月 23
日は応援をよろしく

お願いします。 
 

★ニコニコボックス 

◎その他 
 戸田俊晴さん メーキャップさせて頂き 
 豊橋東ＲＣ    ＩＭと分区ゴルフを宜しく 
 青木恒義会員 豊川高校の応援ありがとう 
 内藤雄功さん  〃 
 夏目雅康会員 豊川工業の応援ありがとう 
 永田恵照会員 ｽﾘﾗﾝｶに幼稚園を新設 
 大岩一仁会員 次年度理事会をよろしく 
 近藤哲司会員 葬儀の会葬お礼 
 

会報担当者：小野喜明会員 
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